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　1960年代までの主流はジャケット式プラットフォームであったが、1969年に発見された北海油田を契機に、こ

れまでにない過酷な環境下での石油生産が要求されるようになり、1971年にEKOFISK油田に初の重力式コンク

リートプラットフォームが設置された。また、北極海での油田開発では、冬期の巨大な氷圧力に耐えて稼働できる

プラットフォームが必要になった。

　これらコンクリートプラットフォームにおいても、厳しい外荷重に耐え、水密性を確保する目的でＰＣ技術が用

いられている。

　コンクリートプラットフォームの海底油田開発における用途は、掘削、生産、貯油、出荷、居住などがあるが、構

造形式は個々のプラットフォームが設置される場所の環境によって様々である。

　第１章～第５章では、主な港湾ＰＣ構造物をとりあげてきたが、この第６章においては前章までにとりあげな

かった構造物について、概要・用途を簡単に解説し、参考として図面・写真を紹介することとする。

図－6.1　各種プラットフォームの概略形状
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　プラットフォームは、概ねつぎのように分類できる。深海用の４形式はいずれも北海油田で用いられているも

ので、各形式の名称は建造会社の名前にちなんでいる。
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